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理  由 

 

霊柩車の運行業務廃止の方針はやむを得ないものと考えるが、市民に不便を

強いている西部斎場の施設整備の方針提示を早急に求めるものである。 



議会案第２号 

 

議案第 79 号「損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解に関する 

ことについて」に対する附帯決議 

 

西部斎場は雄物川、大森、大雄地区の火葬施設として昭和 43 年 11 月から利

用されてきた施設である。また、霊柩車の運行については昭和 40 年代当時、西

部地区に霊柩車を運行できる葬祭業者がいなかったことから、直営での運行を

行ってきた経緯がある。 

 今般、西部斎場の霊柩車が交通事故により運行ができなくなったことから、

直営による霊柩車の運行業務を廃止する方針を市では示している。東部斎場、

南部斎場では霊柩車の運行業務を行っていないため、他地区との公平性や民間

葬祭業者とサービスが競合しているという実情もあるため、その判断はやむを

得ないものと考えるが、現在の西部斎場は平成元年に供用が開始され 30 年が経

過しており、施設の老朽化に加え狭小な駐車場など、他の斎場に比べ著しく利

用者に不便を強いている状況であり、霊柩車運行は他の斎場との施設面の差を

補う側面も否定できないものであった。 

 西部斎場は市の財産経営推進計画いわゆるＦＭ計画では「長寿」に分類され

ているが、霊柩車運行を止めるのであれば、施設の更新を含めた抜本的な対策

を合わせて早急に示すべきである。 

 加えて、斎場の人員体制として、非常勤職員２人で行っている体制にも十分

なのかという懸念がある。非常勤職員は火葬業務のほか、施設の除雪や機器の

維持管理、霊柩車の運行業務を日々２人でこなさなければならないという、非

常に過酷な労働状況に置かれている。火葬というご遺族に対してデリケートな

業務を行う体制としては、疑問に感じざるを得ない。 

 

 以上のことから、議案第 79 号「損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和

解に関することについて」の可決にあたり、以下の事項について速やかな対応

を強く求める。 

 

１．西部斎場の施設整備の方針を早急に示すこと。 

２．斎場業務に従事する非常勤職員の労働状況を調査し、負担軽減のために 

必要な対策を行うこと。 

 

  以上、決議する。 
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